
1１月３０日（水）役員会 市長との意見交換会 概要

１． 市政報告 
（１）「市民力、地域力、企業力」の低下について 

第８次総合計画に基づいてまちづくりを行ってきた。
「市民力、地域力、企業力」が、新型コロナウイルスの影響で低下していると感じ
る。 

   ・「地域力」の低下 
… イベントは３年ぶりの開催となっているものが多い。 

       おいでんまつりについては、とにかく開催したいと思っていた。 
        おいでんまつりのように市の事業が地域の事業を先導していることを意

識して、市が事業の実施に対する方針をしっかり示す必要がある。 
・「企業力」の低下

     … 旅館などのサービス業は、市場そのものがなくなってしまった。 
       人が動かなければ、「企業力」は向上しない。 
       新型コロナウイルスの収束と企業力の向上を期待している。

（２）超高齢社会について 
豊田地域医療センターは、今年度工事が完了
団塊の世代の高齢化が進むと費用も医療スタッフも不足し、在宅医療が必要となる。 
現在、豊田地域医療センターは、在宅医療の核となっている。
豊田地域医療センターでは、在宅医療に適した製品を展示しているため、ぜひ視察
してほしい。 

（３）ＷＲＣについて 
   全員が賛成しているとは思っていない。 
    企業が事業主体となるのが普通だが、豊田市に事業主体になってはどうかと話があ

り、立候補した。地方自治体が運営主体となるのは日本初。きわめて公益性の高い
興行であると考えている。

ＷＲＣのねらい 
① 山村振興（山村条例）
単なる興行ではなく、山の持っている価値を大切にしたい。日本の原風景や伝
統を守り伝えてもらっているが、街側の人たちはその価値を忘れがちである。 



② 交通安全 
ＷＲＣの運転に対して一部苦情（SS以外の一般道でのエンジン音など）はある
ものの、ドライバーの運転技術の高さは、交通安全を伝えるうえで、価値があ
る。選手が小学校に行き、ラリー教室で命の大切さなどを伝えてもらっている。 

③ 産業振興 
ラリーカーは最先端技術の結晶のようなもの。カーボンニュートラルが進むと、
自動車産業の雇用が守れない。電気も足りないため、水素エンジンなどを利用
し、旧来の産業を守りながら、新しい技術も発展させることが大切。

２．意見交換会
（１）ＷＲＣについて 

（美里・岡本区長）ぜひＷＲＣのバックアップをしたい。例えば、子どもの参加料は
下げるなど、もっと皆で盛り上がれるとよい。 

（市長）心強いご意見でありがたい。
WRCについては色々な意見があるが、おいでんまつりも始めたころは苦情が多 
かった。 

    苦情もあると思うが、ご協力をお願いしたい。

（２）区長の後継者不足について
（末野原・板倉区長）市から依頼される仕事が多様化し、区長や民生委員などのなり

手がいない。 
（市長）定年の延長で、難しさが増していると思う。

    今後も市からの依頼は精査することが必要だと思う。 
担い手不足について、デジタル化もひとつの解決手段だと思う。 
市でもデジタルトランスフォーメーションについては、色々と考えているが、 

    ぜひ「ここを簡略化してほしい」といった意見をいただきたい。 

（３）山村地域の振興について 
（下山・鈴木区長）山村地域の活性化について、検討しようにも意見が出ない。

     地域会議でも新しい発想が出づらい。そのような検討の場に、アイデア出しがで
きる若い人材を派遣するなどして、協議を引っ張ってもらいたい。

（市長）探してみるが、期待はしないでほしい。 



     プロボノという考え方で可能性があるかもしれない。 

（４）中山間地の人口の緩和について 
（石野・小池区長）高齢化が進んでおり、自治区運営が難しくなっていきそう。 

     中山間地の人口の減少対策について、どのように考えているか。 
（市長）全国的に人口の減少が進んでいる。 

     それぞれの地域がどのような人口の推移をたどるか地域で考えてほしい。 
人生１００年時代。全ての人が役割を担うことが必要になってくる。 

     高齢者の人数は変わらないのに、子どもと生産人口が減少するが、 
     これも発想の転換で、一人の子どもに多くの高齢者が地域のことや様々なことを

伝えられるということ。「生涯現役」「一人一役社会」が常識として前向きに捉え
ることができれば、課題に対して気が楽になる。あとは、自治区の仕事にＤＸな
どを取り入れながら、どう絞り込むかだと思う。 

（５）意見交換について
（崇化館・深津区長）今後も区長会と意見交換を行ってほしい。
（市長）区長会との意見交換は必要だと思っている。

     スケジュールの都合で遅くなってしまった。ぜひ今後も行いたい。

（６）WRCについて 
（藤岡・阿垣区長）地域としてはメリットを感じられなかった。 
地域が多少なりとも潤うようなことになればと思う。 

（市長）地域がメリットを感じられることは大切である。
来年度は、豊田市が運営主体になるので、ぜひ意見交換したい。


